
水稲新品種「なつほのか」

「なつほのか」は、大分県で令和4年から本格的に作付けが始まった
水稲新品種です。令和６年は県内で3,000ha以上作付けされました。

また、米の食味ランキングでは最高評価の「特A」を2年連続（令和
4～５年）獲得しました！

令和６年産水稲検査等級比率

白未熟粒

「ヒノヒカリ」に比べ、「なつほのか」は収量・品質が
高いため、最終的な販売額が高くなりやすい︕︕
「なつほのか」を作ってみませんか︖

「ヒノヒカリ」は登熟期間に気温が高くなりすぎると白未熟粒が発生
→「なつほのか」は高温に強く品質が高い︕

収量（Ｒ6年度調査圃より）

2等1等品種

40%52%なつほのか

50%25%ヒノヒカリ
(12月末時点)

品種間の収量・品質・概算金の一例（円/10a）

（※R6年度県下11調査圃より・1.85mmふるい）

なつほのか︓549kg/10a
ヒノヒカリ︓509kg/10a

8.5俵
(510kg)

8俵
(480kg)

7.5俵
(450kg)等級品種

160,140150,720141,3001等
なつほのか

157,590148,320139,0502等
161,670152,160142,6501等

ヒノヒカリ
159,120149,760140,4002等

いつも「ヒノヒカリ」
で８俵とれるけど、
「なつほのか」だった
らもっととれて、品質
も上がって、
販売額が上がる可能性
が高いんだ︕

※R6年産JA概算金での比較・ヒノヒカリが8俵の場合

種子や苗についてはお近くの農協もしくは集荷団体等にお問い合わせ下さい。
作成︓大分県農林水産部 水田畑地化・集落営農課

「ヒノヒカリ」より１袋(30kg)以上多収

「なつほのか」は大粒で、くず米が少ない︕

なつほのか ヒノヒカリ


